
金
滞
古
蹟
志
巻
廿
三

切
っ
て
来
て
火
で
見
る
除
夜
の
い
柳
哉

明
る
穂
、
古
郷
に
て
古
稀
の
除
を
む
か
へ
て
。

ひ
と
つ
/
¥
物
な
つ
か
し
吉
今
朝
の
務

天
保
十
三
年
三
月
十
三
日
詩
蹄
八
十
四
歳
・
天
然
を
以
て
夜
す
。
金

部
卯
反
妙
図
寺
に
墳
誌
を
築
け
り
。
或
は
一
苫
ふ
。
サ
官
札
が
父
は
.
成

問
倣
左
術
門
と
云
ふ
と
。
関
士
系
抽
仰
に
云
ム
。
仙
削
左
衛
門
は
成
町
三

郎
友
衛
門
衣
男
‘
天
明
二
年
遺
知
凹
百
石
相
鎖
、
大
小
終
組
。
究
政

五
年
十
二
月
一
類
演
、
mE
六
年
七
月
公
事
場
入
牢
、
同
年
十
一
月
牢

死
、
同
十
二
月
務
渚
。
と
あ
り
て
、
共
の
家
断
絶
せ
し
也
。

江

O 
近

町

凶

越
中
魚
津
も
、
本
名
は
小
法
と
い
へ
り
。
共
の
町
名
は
俊
英
記
広
、

立
文
十
一
年
九
月
甘
六
日
合
部
近
江
町
出
火
、
三
筋
之
近
江
町
焼

失
。
と
見
h
、
元
総
三
年
の
火
災
記
に
、
上
近
江
町
下
近
江
町
・三

此
町
は
尾
山
八
町
の
一
町
に
て
‘
佐
久
間
使
政
の
時
代
K
誼
き
た
る

町
名
主
り
と
ぞ
o
m国
税
K
一
耳
ム
。
背
近
江
の
図
人
共
訪
問
陀
来
り
、

此
の
地
に
居
住
し
て
、
初
て
家
屋
を
建
て
た
り
。
故
に
近
江
町
と
栴

す
と
。
金
城
探
秘
帆
叫
に
は
、
昔
弓
師
近
江
と
い
ふ
者
、
此
の
地
に
居

位
す
。
依
っ
て
町
名
K
呼
べ
り
と
。
雨
捻
何
れ
か
赴
左
ら
ん
。
一
一
段

K
.
近
江
は
魚
見
に
て
‘
魚
市
を
此
の
地
K
建
て
た
る
民
よ
り
起
る

町
名
主
る
と
と
、
越
巾
魚
津
の
地
名
K
ひ
と
し
と
云
ふ
。
今
按
宇
る

K
、
品
川
市
を
建
て
た
る
は
柏
E

後
の
事
な
れ
ば
、
此
の
訟
は

非
也
。

存
町
三
筋
北
ハ
に
制
剛
腕
の
よ
し
紀
服
せ
り
。
今
も
上
近
江
川
下
近
江

町
・
三
帯
町
の
三
町
あ
り
。

主主

O
脅

辻

近
江
町
の
入
口
に
て
・
野
菜
物
の
市
場
な
り
し
故
に
、
背
中
恥
辻
と
呼

べ
り
。
按
・干
る
に
‘
今
金
制
悼
の
商
人
共
‘
朝
市
を
ば
朝
辻
と
呼
べ
り
。

朝
一々
此
の
辻
の
市
場
陀
市
主
建
つ
る
ゆ
主
た
る
べ
け
れ
ど
も
、
も
と

此
の
背
革
辻
よ
り
起
り
た
る
俗
言
左
ら
ん
か
。
今
背
市
川辺
を
ば
間
同
本

町
と
呼
ぺ
り
。

O
金
屋
大
兵
衛
下
緯
偉

拙
閉
山
随
坑
引
に
一
宮
ム
。
金
協
開
同
事
辻
民

金
屋
六
兵
衛
と
い
ふ

商
家
あ

り
。
此
の
家
K
召
使
ム
下
妨
の
名
を
杉
と
い
へ
り
。
能
州
別
口
の
産

な
り
。
年
未
だ
三
十
裁
に
満
た
や
。
生
質
賀
直
な
る
に
よ
り
主
人
の

註
に
叶
ひ
、
部
人
も
甚
だ
憐
む
。
然
る
に
此
の
下
糾
が
父
所
口
畑
草

屋
伊
右
衛
門
と
い
ふ
者
罪
主
犯
し
‘
金
部
公
事
場
の
獄
屋
へ
入
り
た

り
。
杉
此
の
由
を
附
昔
、
大
に
慾
ひ
悲
し
み
.
従
夜
嘆
き
居
た
り
け

り
。
頃
は
般
怨
の
益
な
る
北
風
い
し
ば
り
す
る
が
如
宮
夜
.
ひ
と
へ

も
の
を
渚
し
臥
し
.
日
何
時
の
食
に
魚
楽
主
食
は
十
。

主
人
な
る
者
凡誌

を
見
て
深
く
努
り
、
衣
食
主
奥
ふ
れ
ど
も
吏
陀
開
け
・干
し
て
い
ひ
け

る
は
、
我
が
父
不
幸
に
し
て
獄
K
下
る
。
出
明
娘
一
古
陀
堪
へ
ざ
る
べ
し
。

此
の
事
主
恩
へ
ば
腹
を
断
つ
が
如
し
。
願
は
く
は
毎
日
片
時
の
暇
を

賜
は
れ
と
一
苫
ふ
。
主
人
是
を
許
し
け
れ
ば
、
食
餌
ね
ん
ご
ろ
陀
調
へ

、

凡L
E
m
へ
て
獄
屋
へ
運
び
父
に
逃
め
.
共
の
時
陀
安
否
を
同
時
向
。
父

獄
に
あ
る
事
凡
、
一
年
許
た
り
し
が
、
章
一
病
に
か
弘
、
り
て
既
K
死
K
至

ら
ん
と
す
。
杉
円
正
を
聞
き
て
.
天
に
柑
岬
び
地
陀
倒
れ
、
共
の
喋
宮
品
川

ム
る
陀
物
な
し
。
然
る
に
共
の
父
自
に
随
う
て
訟
と
る
へ

.
四
国
術
な

き
よ
し
を
聞
き
‘
共
の
嘆
息
い
ふ
も
吏
也
。
正
陀
狂
飢
の
如
く
、
町立

夜
一
脚
仰
を
抑
制
り
丹
時慨
を
凝
ら
す
と
い
へ
ど
も
、

ぬ
。
此
の
由
杉
が
耳
に
入
る
や
。
気
絶
し

τ身
妙
水
の
如
し
。
主
人

甚
だ
驚
君
、
信
仰
を
招
き
て
祭
主
施
し
、
一
時
併
に
し
て
前
野
生
す
れ

ど
法
然
と
し
て
居
た
る
在
、
主
人
様
護
主
加
へ

、
種
々
徹
し
て
漸
々

本
復
す
と
い
へ
ど
も
・
唯
父
が
死
を
哀
み
て
落
涙
す
る
の
み
o
貌
の

迫
替
は
例
都
民
し
く
も
の
な
し
と
種
L
K

諌
め
け
る
に
、
一
初
て
心
主
解

宮
、
懇
K
裂
を
勤
め
、
息
日
烈
日
陀
品
川
を
頼
み
て
仰
郁
作
普
主
管
み

一
納
の
露
と
消
え
失

企
部
古
政
志
者
廿
三

け
り
。
此
の
耶
時
の
移
行
所
へ
問
え
、
脊
特
の
次
第
と
て
一
生
銀
子

を
川
畑
は
り
‘
主
人
な
る
者
も
下
掛
を
介
抱
し
た
る
褒
美
あ
り
て
、

凡K

に
も
銀
子
を
ば
川
棚
は
り
た
り
。
杉
へ
の
容
立
如
v
在。

所
口
側
草
屋
伊
右
衛
門

娘
す
ぎ
、
父
去
L
H

年
四
月
よ
り
幾
牢
い
た

し‘

共
苦
悩
の
程
を
す
ぎ
悲
み
、
飢
感
不
v
厭
，
事
公
之
限
日
夜
孝
心

主
挫
す
。
女
の
身
K
如
v
斯
は
一
脚
妙
至
桜
K
候
。
親
子
之
問
は
可
ν
有
ν

斯
都
に
供
へ
共
.
稀
成
所
筋
可
ν
感
都
也
。
依
て
す
ぎ
一
生
滋
.
毎
歳

銀
子
百
文
目
を
遣
す
者
也
。
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一冗
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日
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良
民
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行
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。
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